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1.お使いになる前に

タッチパネルディスプレイでは、ディスプレイ上のボタンに直接指で触れることによって、各種機能の選択
や、文字の入力が行えます。

タッチパネルディスプレイの使い方
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タッチパネルディスプレイの使い方

1









ワンポイント
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1.お使いになる前に

会社の名前やダイヤル種別、回線種別などを登録するには
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会社の名前やダイヤル種別、回線種別などを登録するには

1
お
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1.お厭 　　　　　　　 NTTﾄｳｷｮｳ�

2.発信元名　　　　　　　 NTT東京�
3.G3外線1
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1.お使いになる前に



発信者番号通知サービスは、自局の電話番号を相手機に知らせるサービスです。

• 登録したファクス番号やサブアドレスを相手先に通知するときは、必ず に設

定してください。

する
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会社の名前やダイヤル種別、回線種別などを登録するには

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

8
留
守
番
電
話
機
を

接
続
し
て
使
う

9
こ
ん
な
と
き
に
は

ISDN IDの各項目について

項目 内容
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1.お使いになる前に

文字の入力には、タッチパネルディスプレイに表示されるキーボードを使います。本装置では、数字、英字、
記号、カタカナ、ひらがな、漢字が入力できますが、項目によって入力できる文字に制限があります。

文字を入力するには



49

文字を入力するには

1
お
使
い
に
な
る

前
に
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1.お使いになる前に

並行して行える動作（デュアルアクセス）について
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原稿をセットするには

1
お
使
い
に
な
る

前
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2.原稿をセットする



3.コピーする
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3.コピーする
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3.コピーする

用紙を指定してコピーするには

を選択します。
画面は手順4で トレイ3 A3 を選択した場合の例です。
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用紙を指定してコピーするには

1
お
使
い
に
な
る

前
に
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3.コピーする
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倍率を指定してコピーするには

1
お
使
い
に
な
る
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3.コピーする

倍率を指定してコピーするには
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3.コピーする

コピー濃度を調整するには
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3.コピーする

原稿の種類に合わせてコピーするには
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3.コピーする

コピー中またはコピー排出待ちの状態（ジョブ）を確認することができます。また、ジョブを削除すること
もできます。

コピーの状態を確認するには









画像を縦長／横長に変形してコピーすることが
できます。（☛P86）







4.コピーの便利な機能を使う

とじしろ（余白）をつけてコピーすることができます。ホチキスでとじたり、穴あけをしたりするときに便
利です。
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4.コピーの便利な機能を使う

縦長／横長に変形するには（たてよこ独立変倍）











4.コピーの便利な機能を使う

1





4.コピーの便利な機能を使う





4.コピーの便利な機能を使う





4.コピーの便利な機能を使う

DADF（自動両面原稿送り装置）に原稿をセットして、2ページまたは4ページ分の原稿を1枚の用紙にコ
ピーします。また、コピーの割り付け位置も設定することができます。
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2枚／4枚の原稿を1枚の用紙にコピーするには

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る





7
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

8
留
守
番
電
話
機
を

接
続
し
て
使
う

9
こ
ん
な
と
き
に
は
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4.コピーの便利な機能を使う

両面コピーするには
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4.コピーの便利な機能を使う

多重手差しトレイ（オプション）を利用して、はがきにコピーすることができます。

はがきにコピーするには

�«�æ�ž��

�¦�”�ç�«�æ�ž��

�µ�Ä�¿�Ó��
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はがきにコピーするには

1
お
使
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小冊子となるようにコピーするには

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
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4.コピーの便利な機能を使う

小冊子となるようにコピーするには（小冊子作成）
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OHPフィルムにコピーするには

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
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4.コピーの便利な機能を使う

機能の組み合わせ一覧表
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機能の組み合わせ一覧表











2
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相手先を登録するには















5.ファクスを送る
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相手先の応答を確認してからファクスを送るには

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
電
話
を
か
け
る
【

























6.ファクスを受ける

セレクト受信機能を使うと、短縮ダイヤルに登録されている相手先からのファクス受信のみ受け付けること













8.留守番電話機を接続して使う

留守番電話機を接続して、ファクスのときは自動的に受信し、電話のときは留守番電話機に用件を録音する
ことができます。

留守番電話機を接続してファクスを受けるには
（留守番電話モード）

183

外出先から戻ったら

受信したファクスと留守番電話機に録音された用件を確認します。①接続した留守番電話機の「留守」セットを解除します

（留守番電話機の取扱説明書を参照してください）。

②留守番電話モードを解除します。（☛P186）

ワンポイント
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9.こんなときには











193

用紙サイズを変更するには

1
お
使
い
に
なく゚
なく゚
なく゚

お巐
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9.こんなときには
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保守サービスのご案内

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
るピ
ー
す



■漢字一覧表（第一水準）



表示できる漢字一覧

1
お
使
い
に
な
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前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
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利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

8
留
守
番
電
話
機
を

接
続
し
て
使
う
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9.こんなときには



9.こんなときには

原稿がつまったら
1



DADF（自動両面原稿送り装置）の中央の
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用紙がつまったら

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

8
留
守
番
電
話
機
を

接
続
し
て
使
う

9
こ
ん
な
と
き
に
は

Ｃ4－1

閉じる�

�
�
1 .本体の左側下部カバ－を�
　 開け、つまっている用紙�
を

を閉処倻倻啊徵 㾱ś ł㾱ś ©悥挛 ワノ嘳ãゾ
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9.こんなときには

タッチパネルディ
スプレイに何も表
示されない

電源プラグがはずれている コンセントに電源プラグを確実に接続
してください

☛応用P338

ブレーカースイッチが （入）に∵または操作パネル

態を解除してください

「コピーできます」
の表示にならない

タッチパネルディスプレイに、エラー
メッセージが表示されている

☛応用P339

☛応用P340
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故障かな？と思ったら

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7
電
話
を
か
け
る
／

受
け
る

�”
�”
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9.こんなときには

故障かな？と思ったら













220

9.こんなときには
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状態表示コード／エラーメッセージ一覧

1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
原
稿
を
セ
ッ
ト

す
る

3
コ
ピ
ー
す
る

4
コ
ピ
ー
の
便
利

な
機
能
を
使
う

5
フ
ァ
ク
ス
を

送
る

6
フ
ァ
ク
ス
を

受
け
る

7



を選択します。自動診断
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1
お
使
い
に
な
る

前
に

2
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9.こんなときには

索　引
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9.こんなときには

索　引
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9.こんなときには

索　引
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索　引
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